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1976197619761976（昭和５１年）　　ＩＴ業界入り　

　　（国産メインフレームを通産省の支援の下、共同開発していた時代）

　　メインフレーム用ミドルウェアの開発（５年）

　　　　　オンラインデータベースシステムの為のフレームワーク

　　テレビ局向け営業放送システム（メインフレーム、オフコン）

　　金融）勘定系オンライン

　※各ﾒｰｶｼｽﾃﾑのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ作業　⇒　多くのシステム構造を経験

1994199419941994～　　⇒　オープン化、Ｃ/Sシステム化

　　Access、VB　各種小規模システムの開発

1998199819981998～　　⇒　C/Sｼｽﾃﾑの３階層開発（VBとCOBOL）

　　自治体向け介護保険システム

2007200720072007～　　⇒　Ruby・Railsを用いたシステム開発

2010201020102010（昭和８５年）　約３５年間経過　　　　ＳＩｅｒ、請負契約中心　　　

１．自己紹介（ｼｽﾃﾑ開発の経験）
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１．自己紹介（システム開発の経験）

２．ホットスポットしまねの動き
　　　　　　　　　（業務システム開発の実績）

３．業務システムの開発パターン化（Ｒｕｂｙ＆Ｒａｉｌｓ）

４．COBOLerの復活と若手エンジニアの育成

５．Ｒｕｂｙの広がりと期待
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ホットスポットしまね

松浦    松江市長

溝口    島根県知事

まつもとゆきひろ氏
    ““““Ｒｕｂｙ””””

しまねソフト産業
　　ビジネス研究会
４０社加盟、約１０００名
　　　　　　代表    吉岡宏

産業振興
雇用拡大

マスコミにも良く取り上げられる

市民レベル（半分くらい？）        
““““Ｒｕｂｙ””””＝コンピュータ言語

　　　　　　　＆まつもと氏

レ
バ
レ
ッ
ジ
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2007年　IPA（情報処理推進機構）実証事業

　　　オープンソフトウェアセンターがRuby/Railsを基幹業務に

　　　適用する実証事業を実施。

　　　　　⇒　松江市殿）医療・介護高額合算システム　

　　　　　　　　（日本初：バッチ処理を含む基幹業務全体）

　　　　　　　　約５０人月　　㈱テクノプロジェクト、㈱マツケイ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ㈱ネットワーク応用通信研究所

　　※業務ｼｽﾃﾑ：企業内・自治体内の基幹業務システム
　　　　　　販売管理、財務会計、顧客管理、税系、福祉系など

Ｒｕｂｙ業務システム開発の実績
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Railsでも、C/Sシステムと同様な画面IF（コンボボックス、オプションボタン、サブウィンドウ等）
窓口に市民が来た時の対応　⇒　１つの画面で完結（画面遷移の少ない処理）
　（上段：申請者情報,、中段：受給履歴、下段：申請内容）
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2008年　小規模システム中心に開発事例の拡大

　　　住民・コンシューマ向けシステム（ホームページ）

　　　企業内業務システム

　　　企業内情報系システム

　　　　５人月程度の小規模システム

　　　　ウォーターフォール＆アジャイル

　　　　ベテランＳＥ向け開発手法

　　　　　　 （業務ノウハウ精通者 ≒ ＣＯＢＯＬer）

　　　　※島根県による「Ｒｕｂｙ教育コース」開催

Ｒｕｂｙ業務システム開発の実績
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2009年　Ｒｕｂｙ開発推進(半額補助＆研究開発）

　　　　　公募事業（Ruby開発に1/2補助）

　　　　　Ｒｕｂｙ研究開発（１/2補助）    
　　　　　島根県）既存の部局システムのＲｕｂｙ化（Ｗｅｂ化）

　　　　　民間での導入事例（販売管理）

　　　　※島根県による「Ｒｕｂｙ教育コース」開催

　　　　※ＲｕｂｙＷｏｒｌｄ    Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ    ２００９　松江市で開催　　　　　

Ｒｕｂｙ業務システム開発の実績
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2010年　新規業務はＲｕｂｙが基本

                                                    既存ｼｽﾃﾑのＷｅｂ化もＲｕｂｙで！

　　　　自治体システムでの調達拡大

　　　　　　　・松江市の新行政情報システム（住記・税・福祉）

　　　　　　　　　（Ｒｕｂｙ・地域貢献に2割の評価点）

　　　　　　　・島根県の部局システム（全１３業務Ｒｕｂｙ等で調達）

　　　　　民間へのシステム提案にＲｕｂｙ活用

　　　　　パッケージ開発にＲｕｂｙ活用　

　　　　※島根県による「Ｒｕｂｙ教育コース」開催

　　　　※ＲｕｂｙＷｏｒｌｄ    Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ    ２０１０　松江市で開催　　　　　

Ｒｕｂｙ業務システム開発の実績
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１．自己紹介（システム開発の経験）

２．ホットスポットしまねの動き（業務システム開発の実績）

３．業務システムの開発パターン化
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｒｕｂｙ＆Ｒａｉｌｓ）

４．ＣＯＢＯＬerの復活と若手エンジニアの育成

５．Ｒｕｂｙの広がりと期待
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業務システム開発の要件　

大量データ
　    レスポンス

①アクティブレコード（ＤＢアクセスがブラックボックス）

　⇒　見える化（ＳＱＬを直書き）　

　　　　　＝》　性能アップ    ＆    生産性低下（ステップ数増加）

メンテナンス性
②多様な言語仕様（自由度が高い）

　⇒　コーディング規約とソースレビュー
③アルファベット表記（Ｒａｉｌｓ全体での日本語対応：非）

　⇒　一定条件の下で日本語項目名称使用
　　　　　（ソース可読性向上）

業務システム
　10101010・20202020年稼動する
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏが何世代も交替

サ    ポ    ー    ト
④安心できるサポート    ＝＞    ディストリビュータ

　⇒　ネットワーク応用通信研究所

　　    　基本はリテラシー向上（豊富なネット情報）
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バ    ッ    チ    処    理 ⑤バッチ処理　＝＞　バッチＲａｉｌｓ（ＤＢアクセス）

　⇒　開発要員の共通化、部品の共通化

開    発    方    式
⑥オブジェクト指向言語＝クラス設計から・部品化

　⇒　構造化設計（業務フロー、画面遷移図、
　　　　設計書、テスト仕様書）
⑦Ｒａｉｌｓオンライン構造＝ＭＶＣ（ﾓﾃﾞﾙ･ﾋﾞｭｰ・ｺﾝﾄﾛｰﾗ）

　⇒　Ｃ（コントローラ）に業務ロジックを集約する
　　　　　＝》　従来（手続き型）の開発方法と同じ＝ロジックは１箇所

　　　　　　　　Ｒａｉｌｓテストツールの適用率低下

業務システム開発の要件



WebWebWebWebアプリ（Ｒａｉｌｓシステム構造）
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ApacheApacheApacheApache等

ｺﾝﾄﾛｰﾗ

業務処理

ｺﾝﾄﾛｰﾗ

業務処理

ｺﾝﾄﾛｰﾗ

業務処理

モデル

ActiveActiveActiveActive
RecordRecordRecordRecord

データ
ベース

MySQLMySQLMySQLMySQL等
ビュー

   画面定義体
ビュー

 画面定義体ビュー
画面定義体

RubyRubyRubyRuby　on Railson Railson Railson Rails（機能分割：ﾓﾃﾞﾙ・ﾋﾞｭｰ・ｺﾝﾄﾛｰﾗ）

※Ｒｕｂｙ    ｏｎ    Ｒａｉｌｓ

　　　　MMMM：モデル（ＤＢマクロ）　検索・挿入・更新・削除のＳＱＬ　　　　　　

　　　　VVVV：ビュー（画面定義）　ＤＢの追加・更新・削除の画面ＨＴＭＬ　

　　　　C:C:C:C:コントローラ（オンライン制御・業務処理）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　



メインフレームのオンライン構造

端末

オ
ン
ラ
イ
ン
制
御

主
プ
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業務処理
業務処理

業務処理
DBDBDBDB

アクセス
ルーチン

データ
ベース

ネットワークDBDBDBDB
   画面定義体 画面定義体画面定義体

クラサバ３階層開発

プレゼンテーション層 アプリケーション層 データベース層

業務処理に集中して開発できる環境

RDBRDBRDBRDB

メッセージ振り分け
多重端末多重会話
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基本パターン

①プロジェクト管理・開発ツール

　　Ｒｅｄｍｉｎｅ    ：案件管理・ＴｏＤｏ

　　Ｓｕｂｖｅｒｓｉｏｎ：ソース履歴管理（Ｒｅｄｍｉｎｅと連携）

　　ＮｅｔＢｅａｎｓ：開発ツール

②厳格なコーディング規約
　　ソースレビュー：第三者の目に触れることが重要

③納品物と開発方式
　（１）従来型の納品物が要求される場合
　　　⇒　ウォータフォール開発　（設計書・テスト仕様////成績書）
　　　　※ユーザ側の仕様決定プロセスや契約形態にも依存する

　（２）従来型の納品物が要求されない場合
　　　⇒　アジャイル開発
　　　初期：簡易な設計資料    ⇒    終了時：ﾒﾝﾃﾅﾝｽ資料の整備
　　　　　　　　　　　構成品一覧・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ概要（重要ﾛｼﾞｯｸなど）　
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基本パターン

④開発チーム

　　　短期開発（１年以内）：最初から全員投入
　　　　⇒　チームワーク・コミュニケーション
　　　　　　    ＰＧの役割：ＳＥ補助作業・業務習得・先行開発
⑤データベース

　　        日本語項目名称：活用　⇒　ソースの可読性向上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メンテナンス性、専門用語
　　　ＤＢの複合キー　⇒　設計の柔軟性（副次キー）
　　　　　例）　年＋月＋種別＋社員番号　：　給与データ
　　　　　複合キー用プラグイン、主キー：idididid（一意な数値）

　　　ＳＱＬ直書き　⇒　レスポンス・スループット向上
　　　　　特にＳｅｌｅｃｔ処理とバッチの繰り返し処理
　　　　　更新系はActiveRecordActiveRecordActiveRecordActiveRecord（ValidationValidationValidationValidation活用）
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基本パターン

⑥テスト駆動開発　　抵抗を感じるｴﾝｼﾞﾆｱが多い
　　　単体テスト（モデル）　活用：ＤＢアクセス・拡張ロジック
　　　機能テスト（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）    活用：画面単位のテスト

⑦帳票ツール
　　　ｵﾝﾗｲﾝ・ﾊﾞｯﾁ共通環境＆共通要員    ⇒    コスト・品質に有利
　　　Ｊａｖａ用：ＪａｓｐｅｒＲｅｐｏｒｔｓ（ｉＲｅｐｏｒｔ）・・・Rubyより利用
　　　　　　　　　　※次ページ参照

　　　Ｒｕｂｙ用：ＴｈｉｎＲｅｐｏｒｔｓ（帳票ｴﾃﾞｨﾀ、ﾋﾞｭｰｱ：ＰｘＤｏｃ）
　　　　　　　　　ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽで㈱ﾏﾂｹｲ作成（2010.92010.92010.92010.9ﾘﾘｰｽ予定）
　　　　　　　　　将来構想：ﾋﾞｭｰｱ開発・ＰＤＦ化機能
　　　ベンダーのＣ////Ｓｼｽﾃﾑ用帳票ツール（リストクリエータ、・・）

　　スプール機能　⇒　帳票ＤＢ：夜間バッチ＋翌日印刷
　　　　　　　　　　　　　　    ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ、再印刷、ﾍﾟｰｼﾞ指定印刷　　
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帳票出力サーバ•
業務アプリケーション

XML

プリンタ

スプールＤＢ

JasperReports

帳票スプール制御 帳票印刷機能

XML
テンプレート名

Webブラウザ

PDF
プレビュー・印刷

業務処理

PDF生成

ＰＤＦ蓄積
（連続帳票）

XML

PDF

Railsプラグイン

（単票プレビュー時）

ページ指定印刷

帳票出力API
(Webサービス）

スプール機能　
　・プレビュー　・ページ指定印刷　・再印刷
　・印刷中キャンセル　・検索　　　・削除

オンライン要求 バッチ要求

Webブラウザ

スプール機能（帳票出力環境）
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１．自己紹介（システム開発の経験）

２．ホットスポットしまねの動き（業務システム開発の実績）

３．業務システムの開発パターン化（Ｒｕｂｙ＆Ｒａｉｌｓ）

４．COBOLerCOBOLerCOBOLerCOBOLerの復活と

　　　　　　　　　　　　若手エンジニアの育成

５．Ｒｕｂｙの広がりと期待
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ベテランＳＥ（ＣＯＢＯＬer)がWebシステムの開発に参加できる

ＣＯＢＯＬｅｒの復活　

①ＳＱＬ記述（判り易さ）

②コーディング規約

③日本語のＤＢ項目名称（設計書とソースの見易さ）

④ウォータフォール開発（設計工程あり）

⑤バッチ処理も同一言語で開発

⑥構造化設計（業務ロジック重視、部品化は少量）

⑦従来のオンライン構造と同様（メインフレームと同じ設計）

ＣＯＢＯＬｅｒ向けＲｕｂｙ／Ｒａｉｌｓ教育コース　ｂｙ　テクノプロジェクト
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　　ＣＯＢＯＬｅｒの復活　⇒　設計重視

　　““““業務ノウハウ””””　　
　　　　　　　　　　　　　業務知識に基づいたお客様とのコミュニケーション
　　　　　　　　　　　　　特に、お客様の業務熟練者が現場から居なくなって来ている(2007(2007(2007(2007年問題))))
　　　　　　　　　　　　　※WebWebWebWebアプリの技術より、業務ノウハウ（法令・業界ルールなど）が重要

　　““““データベース設計””””　
　　　　　　　　　　　　　複雑な業務も、スマートなテーブル設計により、シンプルなロジックになる
　　　　　　　　　　　　　但し、RailsRailsRailsRailsの規約にも合わせたテーブルやキーの設計が必要である
　　　　　　　　　　　　　仕様変更や機能追加をある程度想定した作り
　　　　　　　　　　　　　※大量データ処理：ディスクアクセスの削減が重要　⇒　ＤＢの直接アクセスを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　削減する。テキストファイルに出し、ソートやマッチングを活用。

　　““““豊富な経験””””
　　　　　　　　　　　　　イレギュラー処理（赤伝・データの訂正処理）
　　　　　　　　　　　　　入力ミスや処理ミスを想定した設計、大量データの処理方法
　　　　　　　　　　　　　初期段階での設計が、そのシステムのライフサイクル全体に影響する

経験豊富なベテランSEがWebｼｽﾃﾑの現場復帰

WebWebWebWebアプリ    ⇒    オブジェクト指向言語／開発    ⇒    若いエンジニア
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　　若手エンジニアの育成

““““ベテランＳＥと若手エンジニアの融合””””
　　　　　⇒　ベテランSESESESEが若手エンジニアに業務ノウハウを伝承する
　　　　　　　　　業界の暗黙値、専門用語の理解不足、エラー時の処理など

Ruby/RailsRuby/RailsRuby/RailsRuby/Railsの業務システム開発は若手エンジニアの育成の場

　　““““短期開発と業務ノウハウ””””　　
　　　　　　　　　　　　　開発期間が短く、業務知識を習得する余裕がない

　　““““品質確保とテスト駆動開発””””　
　　　　　　　　　　　　顧客仕様を満たすために、テストツールに要件を記述する
　　　　　　　　　　　　⇒　顧客が明に提示した要件を満足するシステム

業務ノウハウに基づいた、品質の良いシステムの構築
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１．自己紹介（システム開発の経験）

２．ホットスポットしまねの動き（業務システム開発の実績）

３．業務システムの開発パターン化（Ｒｕｂｙ＆Ｒａｉｌｓ）

４．ＣＯＢＯＬｅｒの復活と若手エンジニアの育成

５．Ｒｕｂｙの広がりと期待
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　　Rubyの広がり

①米国で認められた製品の逆輸入
②競争激化によるコストダウン要求
　　　　　有償ソフトから無償あるいは低価格ソフトへ
　　　　　OSから言語まで、すべてのミドル製品が
　　　　　　　　　　　　　　　　オープンソースで揃う
③国の支援（世界で通用する国産技術）
               経済産業省（IPA）や総務省の支援
④Ｃ／ＳシステムをWeb化するタイミング
　　　　　クラウドサービスの時代

⑤中小ＩＴベンダーが大手の下請けから自立
⑥国・地方自治体での調達指針
　　　2006年総務省ガイドライン：オープンな標準製品 
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　　Rubyの広がりと期待

松江市

島根県

中国経済
産業局

福岡県

標準化 国産技術クラウド

政府調達

ＩＰＡ
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ありがとうございました


